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第２四半期業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成 25 年８月７日に公表しました平成 26 年６月期第２四半期（平成 25 年７月１日～12 月 31 日）

の連結業績予想値および個別業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知

らせいたします。 

 

記 

 

（1）平成 25 年６月期第２四半期（累計）連結業績予想値との差異（平成 25 年７月１日～平成 25 年 12 月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり四半期 
純 利 益 

業績予想値（Ａ） 
百万円 

13,000 

百万円 

300 

百万円 

320 

百万円 

100 

円 銭 

2.30 

実績値（Ｂ） 13,654 426 411 159 3.66 

増減額（Ｂ－Ａ） 654 126 91 59 － 

増減率 5.0％ 42.0％ 28.4％ 59.0％ － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成25年６月期第２四半期） 
11,211 543 416 175 4.05 

 

（2）平成 25 年６月期第２四半期（累計）個別業績予想値との差異（平成 25 年７月１日～平成 25 年 12 月 31 日） 

 
売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり四半期 

純 利 益 

業績予想値（Ａ） 
百万円 

4,100 

百万円 

40 

百万円 

25 

円 銭 

0.58 

実績値（Ｂ） 4,049 237 143 3.30 

増減額（Ｂ－Ａ） △51 197 118 － 

増減率 △1.2％ 492.5％ 472.0％ － 

 

（3）第２四半期業績予想値と実績値との差異理由 

  ・第２四半期連結業績について 

後述の個別業績の要因に加え、ファッションビジネスプラットフォーム事業において、EC シ

ステム構築支援・運用サービスで、大手顧客との取引が順調に拡大していること、新規顧客も順

調に獲得した結果、売上高、利益に貢献しました。 



・第２四半期個別業績について 

当社が行っておりますコンピュータプラットフォーム事業において、データセンターに係る電

気料金が見込み額より下回り、また、販管費を見込み額より低く抑えることができました。さら

に、第２四半期に見込んでいた設備更新に関連する費用が第３四半期以降にずれ込む予定である

ことが、結果として利益を押し上げる要因となりました。 

 

なお、通期連結業績予想につきましては、コンピュータプラットフォーム事業において、決済事業の

端末機器に関わるソフトウェア開発に早期に着手することで販管費等が増加すること、ファッションビ

ジネスプラットフォーム事業においては、EC システム構築支援・運用サービスは順調に拡大している

ものの、ファッションビジネスホールセールサービスにおける為替レートによる影響等、不確定要素が

あります。また、通期個別業績予想につきましても、設備更新に関連する費用等が第３四半期以降へず

れ込むために、平成 25 年８月７日に公表いたしました平成 26 年６月期の連結および個別の通期業績予

想から変更はございません。 

 

以 上 


